
KSU  Letter vol.01
京都産業大学では、より良い大学情報をお届けするためのアンケートを実施しております。

ぜひとも皆様の貴重なご意見をお聞かせください。

なお、アンケートにご回答のうえ、ご希望者の中から抽選で10名様に、本誌の中でご紹介した

中野量太監督の最新作「浅田家！」の監督直筆サイン入り文庫本をプレゼントいたします。

『KSU  Letter vol.01』アンケートにご協力ください

ご子女の学生生活などについてお困りのことやご相談があれば、お電話でお気軽にお問い合わせください。

ご相談窓口

●学費（延納・分割を含む）・住所変更・
   証明書の発行について

　教学センター   TEL：075-705-1425

●奨学金・保険制度について

　学生部   TEL：075-705-1433

●成績（単位取得）・休講・休退学について

経済学部事務室 TEL：075-705-1452
経営学部事務室 TEL：075-705-1454
法学部事務室 TEL：075-705-1458
現代社会学部事務室 TEL：075-705-1724
国際関係学部事務室 TEL：075-705-3231

外国語学部事務室 TEL：075-705-1461
文化学部事務室 TEL：075-705-1941
理学部事務室 TEL：075-705-1463
情報理工学部／コンピュータ理工学部事務室 TEL：075-705-1989
生命科学部／総合生命科学部事務室 TEL：075-705-1466

■各窓口の受付時間

月～金曜日　　9：00～16：30（13：00～14：00を除く）

土曜日　　　　9：00～12：00

主なお問い合わせ窓口一覧は、Webサイトでもご案内しています。2020年10月1日発行 vol.01
発行：京都産業大学 広報部　〒603-8555 京都市北区上賀茂本山
TEL：075 -705-1411 FAX：075-705-1987
https://www.kyoto-su.ac.jp/

京都産業大学 問い合わせ 検 索

抽選で10名様にプレゼントいたします。

https://forms.gle/
qPQNbe696VNogzBs9

QRコード
アンケートの
QRコードは
コチラ

●進路・就職について

   進路・就職支援センター   TEL：075-705-1441

京都産業大学の

“今”と“これから”をお届けします
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学長メッセージ

新型コロナウイルス感染症への対応について

進路・就職支援センター長メッセージ

2019年度卒業生の就職・進学状況

データで見る「就職に強い」京都産業大学!

就職活動をスタート前から徹底サポート

就職活動スケジュール2021

2019年度卒業生就活レポート

教員紹介

卒業生インタビュー

NEWS 注目の話題をご紹介

2019年度決算

2020年度予算

新型コロナウイルス感染症対策に関する取り組み



2020年10月より学長に就任いたしました黒坂です。

私は1986年より本学と共に歩んでまいりましたが、その中で、

学生には「学びのプロセスは階段を上るようなものだ」と伝えてきました。

坂道であれば足を少しでも前へ出せば進むことができますが、階段は意志を持って足を上げ、

確かな一歩を踏み出さなければ進めません。そこに苦労があっても、意識的に前へ、

上へと進むからこそ成長に満足できるのです。

我々に求められるのは、学生がより高く階段を上るための意欲を引き出し、

大学のスローガンである“むすんで、うみだす。”喜びを知ってもらうことだと考えております。

さて、本学では2015年に“今後積極的に取り組むべき施策”として「神山STYLE2030」を策定しました。

学長としてこの不断の改革を推し進めることはもちろんですが、5年という節目を迎えた今、大学としての原点、

すなわち「教育と研究」をしっかり検証することが大切だと考えております。

本学創設者・荒木 俊馬による建学の精神の冒頭には「いかなる国家社会においても、

大学は最高の研究・教育の機関である。大学の使命は、将来の社会を担って立つ人材の育成にある」とあります。

各学部でどのような人材を育成するのかを明確にし、その目的を達成するために教員は研究に取り組み、

その成果を教育に還元します。時代に合致した最適なカリキュラムで、常により良い教育を提供できるよう、

教職員一丸となって中身のある改革を進めてまいります。

そして学生が学びへの喜びを持ち、充実した学生生活を送ることができるよう尽力してまいります。

我々は常に、全学生が誇りを持てる大学であるべく前進を続けます。

世界中で猛威を振るう新型コロナウイルスにより、

今、大学の運営はもとより学生の生活も大きな影響を受けています。

本学では「新型コロナウイルス感染症に対する活動指針」を提示し、

学生にも周知してまいりました。春学期は全てオンライン授業となりましたが、

秋学期は各施設の消毒や運営方法など感染症対策を講じた上で、

オンラインを併用しながら段階的に対面授業を再開しています。

今後も国内外の情勢を見ながら、実験・実習・演習を中心に、

可能な科目から対面授業を徐々に増やす予定です。

「withコロナ」に対応した形で学内での感染予防を徹底し、

学生が安心・安全なキャンパスライフを送れるよう、

また保護者の皆様にも安心してご子女の通学を見守っていただけるよう努めてまいります。

私は本学では初となる、理系の中でも実験系を専門とする学長です。

ウイルスに精通した生命科学の研究者として、

サイエンスに基づいた合理的な判断で指揮にあたってまいります。

－新型コロナウイルス感染症への対応について

学長メッセージ
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学長   黒坂 光  AKIRA KUROSAKA
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山田 修司［副学長・理学部教授］

進路・就職支援センター長
メッセージ

合言葉は「ラブ＆パッション」。
教職員一丸となって全力でサポートしています。

就職・進学状況（学部別）

毎年、本学では学生一人一人がしっかりと進路に向き合い、
希望を持ってキャンパスから羽ばたいていきます。
卒業生の進路や近年の新卒採用の傾向についてお伝えします。

2019年度卒業生の
就職・進学状況

就職 98.4％
進学 4人

法学部
その他 3.1%

卸売・小売業
23.3%

サービス業
14.7%

製造業
13.1%

医療・福祉 0.6%
複合サービス事業 1.2%
教育・学習支援業 1.6%
飲食店・宿泊業 1.6%

運輸業 4.3%

公務 9.8%

情報通信業 5.1%

不動産・物品賃貸業 5.1%

建設業 4.3%

金融・保険業 12.2%

就職 99.2％
進学 7人

経済
学部 その他 2.0% 

電気・ガス・熱・ 
水道供給業 0.2%

農・林・漁・鉱業 0.2% 

卸売・小売業
25.2%

金融・保険業
17.5%

製造業
13.5%

教育・学習支援業 1.2%
飲食店・宿泊業 1.2%

医療・福祉 1.4%
複合サービス事業 2.0%

建設業 3.0%
公務 4.4%

運輸業 5.1%

情報通信業 7.1%

サービス業 9.7%

不動産・物品賃貸業 6.3%

就職 98.4％
進学 2人

文化
学部

その他 3.5%

卸売・小売業
31.6%

サービス業
19.0%製造業

10.8%

複合サービス事業  0.9%
教育・学習支援業  1.3%

医療・福祉  2.2%
公務  2.2%

不動産・物品賃貸業  3.0%
建設業  3.5%

金融・保険業  3.5%

運輸業 7.8%

情報通信業 5.6%

飲食店・宿泊業 4.7%

農・林・漁・鉱業 0.4% 

就職 97.8％
進学 19人

理学部

情報通信業
14.3%

教育・学習支援業
18.2%

サービス業
22.0%

飲食店・宿泊業 1.3%
建設業 1.3%
運輸業 2.6%
公務 3.9%

製造業 13.0%

卸売・小売業 11.7%

金融・保険業 9.1%

その他 1.3%
医療・福祉 1.3%

総合生命
科学部

就職 97.1％
進学 20人

卸売・小売業
23.7%  

サービス業
23.7%製造業

19.7% 

 

 
 

 
 

 

情報通信業 7.9%

医療・福祉 5.3%

教育・学習支援業 4.0%

運輸業 1.3%
建設業 1.3%

不動産・物品賃貸業 2.6%
公務 3.9%

農・林・漁・鉱業 4.0% 

その他 1.3% 
金融・保険業 1.3%

コンピュータ
理工学部

就職 98.3％
進学 14人 情報通信業

45.7%

サービス業
28.4%

 

飲食店・宿泊業 1.2%
電気･ガス･熱・水道供給 1.2%
不動産・物品賃貸業 2.5%

金融・保険業 2.5%

製造業 9.9%

卸売・小売業 4.9%

その他 2.5% 
教育・学習支援業 1.2%

就職 99.3％ 

進学 3人

経営
学部

電気・ガス・熱・
水道供給業 0.2%
その他 3.5% 

製造業
14.1%

サービス業
13.2%

卸売・小売業
26.5%

医療・福祉 0.6%
複合サービス事業 0.8%
教育・学習支援業 1.5%
飲食店・宿泊業 2.5%

公務 2.7%
運輸業 3.3%
建設業 4.1%

情報通信業 11.6%

金融・保険業 10.8%

不動産・物品賃貸 4.6%

※この円グラフは就職のみの割合を示しています。

主な就職先などの就職状況については、

本学WEBに掲載しております。

→→→→→

サービス業
16.4%

卸売・小売業
23.4%

製造業
15.0%運輸業 12.9%

飲食店・宿泊業 6.6%

情報通信業 4.9%

金融・保険業 4.7%
教育・学習支援業 3.8%

複合サービス事業 0.9%
医療・福祉 1.4%

公務1.6%
建設業 2.1%

不動産・物品賃貸業 2.8%

その他 3.3%

電気・ガス・熱・ 
水道供給業 0.2% 

外国語
学部

就職 98.3％
進学 4人
※国際関係学科含む

「京都産業大学生は
ココがいい！」
企業の採用担当者様から、
こんな声をいただいています！

○“人間力”がある学生が多い
○自己分析がしっかりできている
○就職活動時の業界研究・企業研究に熱心
○働くことに対する意欲が高い
○幅広く活躍できる人材が育成されている
○早くから活躍する卒業生が多い
○グローバルな視点を持っている

企業の声

これらは、合同企業説明会の参加企業や、卒業生が就職した企業の採用担当者様からいただいた声です。進路・就職支援センターでは各企業様とのよ

り良い関係づくりにも尽力しています。学内で開催する企業説明会には、毎回多くの企業様にご参加いただいており、学生全体の印象として「明るく、

やる気があり、好感の持てる素直な人物が多い」との評価を得ています。

就職活動の進捗は、家族間といえどもナーバスな話題です。特にご経験のある保護者の方は、「こうすると良いよ」とア

ドバイスしたくなることもあるでしょう。ですが、時代とともに就職活動も変化しています。心配するお気持ちは痛いほど

わかりますが、良かれと思っての助言が時代にそぐわなかったり、お子様にとってつらい言葉になったりするかもしれま

せん。保護者の方には、ぜひじっくり話を聞いて“背中にそっと手を添えるような言葉”をかけてあげてほしいと思います。

気にかけているよ、応援しているよと伝われば、それがお子様にとって何よりの支えになります。もし就職活動の具体的

な方法に迷うお子様がいれば、頼れる教職員、進路・就職支援センターの存在をお伝えいただけますと幸いです。

就活を控える学生の保護者の方へ

「就職活動期の接し方」

企業や経済の今後については予測不可能ではありますが、今年度は例年同様に採用活動が変わりなく行われてい

ます。もちろん、移動の制約や面接のWeb化など採用環境は劇的に変化しましたが、本学の学生はそれに対しても柔

軟に対応しています。一方で、進路支援の方法もドラスティックな改革が求められていることは事実で、当センターで

も各種の就活資料のデジタル化や個別面談のWeb化など、オンラインでの進路支援も含めたあらゆる対策を迅速に

進めています。

新型コロナウイルス感染症による

就職活動への影響は？

本学の就職支援のポリシーは、就職試験に合格してもらうことではなく「学生一
人一人に満足度の高い就職を叶えてもらうこと」。就職はゴールではなく社会人
としてのスタートであり、人生の通過点です。就職活動を通して自分に向き合い
成長し、満足できる人生を歩んでほしい。当センターでは愛と情熱を胸に、豊富
な人材と情報を元にした手厚いサポートで学生の未来を応援しています。
さて、本学は「就職に強い」と言われて長く、日頃からこの評判は学生に「だから
私もうまくいくはず」と前向きな影響を及ぼしているように感じます。明るくそし
て頑張る学生ばかりなので、実際に多くが希望の進路先へ進み、さらに評判が
高まります。この素晴らしいサイクルは、代々の卒業生が築いてくれた本学の財
産です。そして学生の頑張りを後押ししてきたのが、充実した支援プログラムや
支援体制です。情報提供や提出書類の添削などの個別相談、また数多くの就活
イベントの開催を通じて、一人一人にベストマッチする進路を学生と共に考えます。

当センターの強み
【マンパワーの充実】

1学年の学生数は約3,500人。それに対してキャリア教育、進路・就職
支援センターの職員スタッフは約60名と、総合大学では全国トップ
レベルです。
【進路把握率100％】
学内のコミュニケーションだけでなく、電話での状況確認などを通じ
て、毎年、卒業生全員の進路をしっかりと見届けています。
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就職活動
スケジュール2021

知っておきたい就活用語

■インターンシップ

企業や団体が学生に提供する就業
体験のこと。学生は興味を持つ仕事
を実際に経験し、理解を深めることが
できます。期間は数日～1ヵ月程度。
1日単位で実施する企業もあります。

■企業セミナー

企業が採用活動の一環として行う学
生向けの説明会のこと。事業内容や
募集要項をはじめ、採用担当者との交
流で働き方や職場の雰囲気など具体
的な情報を知ることができます。

■エントリーシート

学生が志望先に応募の意思表示をす
るための書類のこと。現在、多くの企
業の書類選考で使用されています。内
容は企業ごとに異なり、学生にとって
は自己アピール力が問われます。

※「企業の採用活動」は一般的な目安です。上記に限らず、選考を行う企業もあります。

■学内での企業説明会

企業の人事担当者などを学内に招いて行う企業説明会。約500
社の企業様にご参加いただき、事業の特徴や業務内容などに
ついて、生の声で説明が受けられるセミナーを開催。毎年多く
の学生が参加し、進路選択の幅を広げる機会となっています。
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2019年度卒業生
就活レポート

公務員を目指して3年次の春から勉強を始めました。筆記試験の科目
が所属学部とは無縁の内容ばかりだったため、大学の公務員講座を
受講。工夫された授業で理解しやすく、本番の試験では自信を持って
解くことができました。公務員試験は筆記試験の学習だけでも大変な
ので、自分でスケジュールを立てて計画的に進めることが大切だと思
います。また面接対策は自分で調べるだけでは不安が大きかったの
で、進路・就職支援センターや学生就職アドバイザーを頼りました。客
観的かつ的確なアドバイスが大変ためになりました。

就職先：国家公務員一般職 就職先：建設業

就職先：情報通信業

私は働く上で、自らのキャリアアップも地方創生に携わる夢も叶え
たいと考えていました。実現可能な企業を探すべく、3年次の春か
ら就職活動の準備を開始。夏に参加した本命企業のインターン
シップは、実際の仕事をリアルに感じ取ることができてとても貴重
な経験となりました。また10月からの約3ヵ月間、進路・就職支援セ
ンターで実施された個別指導型の「内定むすび塾」を受講。自己分
析やエントリーシート対策など、マンツーマンで丁寧に対応してい
ただき、自信を持って選考期間を迎えることができました。

就職先：医薬品・医療機器開発業

就職先の条件として、教育制度の充実や若い世代の活躍実績を重
視しました。今は転職が当たり前の時代なので、どれだけ成長でき
る場であるかが重要だと考えたからです。参加して良かったと思う
就活イベントは、在学生・卒業生のコラボによる「就活祭」です。企業
で働く卒業生とお話できる時間があり、私は所属学部ならではのア
ピールポイントをレクチャーしていただきました。また過去のエント
リーシートが展示されており、印象に残ったものを参考に作成する
と、書類選考を通過することが増えてありがたかったです。

私は志望業界をなかなか絞れずにいたのですが、学内の合同企業
説明会に参加したところ、働きたいと思える複数の企業に出会いま
した。結果としてこの時の2社から内々定をいただき、直接お話を聞
けたことや採用担当の方に顔を覚えていただけたことなど、参加し
て良かったと感じます。履歴書やエントリーシートについては進路・
就職支援センターに通い、何度も添削を受けました。スタートこそ後
れを取りましたが、仲間を見習ってあらかじめ自己分析に励んでい
たことが、就職活動が本格化する中で功を奏したように思います。

就職活動は内容も進め方も学生それぞれ。
参加して良かった就活イベントや自分なりの工夫など、
今年の春に希望する就職先へ入社した卒業生の
就職活動レポートをご紹介します。

データで見る「就職に強い」
京都産業大学！

学生が就職活動を始めるにあたり、何から始めてよいか
わからないのは当然のこと。進路・就職支援センターでは、就職活動が
始まる前から細やかなサポートで一人一人に最適な情報を提供し、
未来へと向かう活動を支えています。

就職活動をスタート前から
徹底サポート

2020年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 3月

2021年 2022年

企業の

採用活動

学生の

就職活動

選考期間（エントリー・筆記試験・面接）

インターンシップ

採用情報公開

企業セミナー（随時）
10月1日
内定式

卒 

業

内々定

志望企業へエントリー

筆記試験受験、面接
各種ガイダンス、自己分析、就活祭、
履歴書作成、業界・企業研究 など

就職協定の締結

キャリア形成支援や全学生への個別面談、先輩・卒業生
によるアドバイザー制度など、徹底した就職サポートを
行っています。※朝日新聞出版『AERA MOOK大学ランキング
2021』より。西日本順位は本学独自集計。

就職率ランキング

1,600社以上
（2019年度実績）

就職実績

全国
（卒業生2,000人以上）

20府県 
（2020年1月現在）

 

  写真

就職支援プログラム  ～多彩なプログラムの中から代表的な2つをご紹介します～

■就職登録面談会

就職活動の準備が本格化する3年次の春、就職希望の学生全
員に当センターのスタッフが個別面談を実施。就職活動の流
れや当センターの活用法の理解に繋げ、スムーズにスタート
できるよう支援します。また不安や将来像を丁寧にヒアリング
することで、個人の適性に即したサポートを実現しています。

就活祭

キャリア形成支援教育科目では延べ378社の企
業・団体と連携。社会とのつながりを通して、キャリア
観を育成しています。

各自治体と就職支援協定を締結しています。企業
の情報、各種イベントの周知、説明会の開催など、
UIJターン就職の促進に関して連携しながら取り
組んでいます。

本学学生は毎年、多くの企業様に採用いただいて
おります。学部や業界の垣根を超えて、広く社会へ
巣立って行きます。

32.0%
（2019年度実績）

延べ 378社
（2019年度実績）

キャリア形成支援教育科目
協力企業・団体数

京都産業大学の「キャリア形成支援教育科目」でイ
ンターンシップに参加した学生数。
※各種ナビサイトを通して参加するインターンシップは除きます。

各地方自治体と相互に連携・協力し、学生のUIJ
ターン就職への支援を行っています。

272人
（2019年度実績：全学部・全年次対象）

教育型インターンシップに
参加した学生数Uターン就職率

多くの学生をサポートするために、キャリア教育や
進路支援を担当する職員数は、全国トップクラス
の58名。

58名

全国トップクラスのスタッフ数

学生数1万人を超える規模の大学では群を抜く
実績。未就職者の卒業生にも進路支援を在学生
同様に行っています。

100%

卒業生の進路把握率

全国平均の求人社数1.83社に対し、本学は学生
1人あたり6.47社で、求人社数は約3倍を超える
充実ぶり。

6.47社
（全国平均1.83社）（2019年度卒業生実績）

1人あたりの求人社数

インターンシップ事前・事後学習
インターシップを行う前に、
事前学習として行っているビ
ジネスマナー講義。就業体験
だけではなく、事前・事後学
習にも取り組みます。

内定を獲得した4年次生が
学生就職アドバイザーとして、
後輩の就職活動を支援する
一大イベント「就活祭」。模擬
面接を通してアドバイスも
しています。

KSU Letter KSU Letter

全国6位 西日本3位



PROFILE
前京都府知事、専門は地域公共論。「行政活動や
法律の制定でより多くの人のために働きたい」と
の考えから、大学卒業後に自治省（現・総務省）へ
入省。2002年より京都府知事を4期・16年間にわ
たり務め、全国知事会長も経験。2018年より本学
へ着任。国内外における法政策・地域政策の実務
経験者としての知識と経験を生かし、次世代の育
成に尽力。

総務省職員、京都府知事として
地方行政を担ってきた山田教授。
学生の指導にも「実務家教員」として
現場主義を貫いています。

KBS京都ラジオの番組パーソナリティ、
報道番組のコメンテーターなど
多岐にわたって活躍中。

社会に出て活躍するために、一番大きな武器となるものは何でしょうか。私の答え
は「考える力」です。知識は場所が変われば通用しないことがありますが、考える力
が通用しない場所はありません。総務省時代と京都府知事時代、何千人もの部下
を育てる中で実感しました。法学とは、法律を使い社会を良くするための学問で
す。法律を学ぶのと同じくらい社会課題への気付きを大切にし、自らの考えで活躍
できる人材になってほしい。その思いから、学生の考える力を伸ばすべく現場重視
の授業を展開しています。

̶知識だけでは社会で活躍できない

本学の名にある“産業”は“むすびわざ”と読み解いており、私はこれを「社会で多くの
人と交流し、自分なりの実をむすび、たくましく生きていく力」と解釈しています。そし
て私には知事時代に各国の首脳に接した経験があり、現在も様 な々場所でいろんな
人と仕事を共にし、人や物事をむすぶ実務家でもあります。実務家の私が教員とし
て果たせる使命は、現場で吸収してきた生きた知識と今の社会を学生たちに伝える
こと。今後もたくましい次世代の育成に尽力していきたいと思っています。

「̶私だから伝えられること」で学生を刺激したい

PROFILE
獣医師、実験動物医学専門医、医学博士。大学で
研究のおもしろさに目覚め、研究者の道を歩む。
専門分野は神経科学、糖鎖生物学、実験動物学、
獣医学。国内外の研究所・大学勤務を経て、
2010年、総合生命科学部創設時に本学へ着任。
精神疾患に注目し、感情を伴う記憶の成り立ち
について研究中。脳神経の可塑性に関するユ
ニークな研究で世界的に注目を集める。

医学博士、獣医師で
精神疾患を研究する加藤教授。
研究者として豊富な実績を有しながら
教育にも大きな熱量を向け続け、
「学生と共に」をポリシーに
研究機関や企業等との共同研究に
取り組んでいます。

うつや不安症など精神疾患に注目し、マウスを使った研究を進めています。
2020年2月、学生と共に進めてきた研究の一つが世界初の発見として実を結
びました。内容は、モデルマウスの尿に含まれる匂い物質を分析すると、う
つ・不安症モデルのマウスのみ特異的に変化する物質があるというもので
す。「学生と一緒に研究したい」と考えて教員を務めてきた私にとって、大変嬉
しい出来事でした。現在は、この物質を生み出す代謝経路の発見や、人間の診
断技術への応用に取り組んでいます。

̶学生との研究が世界から注目される発見に

本学の学生はアクティブに学べる人ばかり。学びは意欲さえあればどこまでも深
めることができます。「学生たちにワクワクを届けてこそ教員」と心得ており、いつも
周囲の教員とその伝え方を模索しています。グローバル社会で活躍するための視
点を育てたい思いから、様 な々国の学生や研究員を受け入れ共に活動する「さくら
サイエンスプラン（日本・アジア青少年サイエンス交流事業）」の活動にも4年間注力して
きました。また日 実々感するのが、本学は学生を本当に大切にしているということ。
これはいくつかの他大学でも勤務経験のある私だから言えることかもしれません。
職員に卒業生が多く、大学を愛し、学生に対しても後輩に接するような親身さがあ
ります。

̶学生をもっとワクワクさせたい

研究者としての私の持論は「研究は両輪で前進する」です。一つは、基礎研究
で教科書に掲載されるような現象を見つけたいという熱意。もう一つは学外
機関との共同研究を通じた社会貢献の実感です。さらに教員としての私の信
念は、この熱意と実感を学生と共有し、研究の喜びを感じてもらうこと。研究
環境の整った本学へ入学した以上、就職を目指す学生も大学院へ進む学生
も、先端の研究で「協力しながら自らの手で作り上げる喜び」を感じ、確かな
知識と自信をつけて社会へ羽ばたいてほしいと願っています。

̶研究活動の経験を確かな知識と自信へ

山田 啓二 教授 ［学長特別補佐・法学部］

Professor 

KEIJI YAMADA

加藤 啓子 教授 ［生命科学部 / 総合生命科学部］

Professor

KEIKO KATO

昨年はゼミで京都府舞鶴市へ行き、1泊2日のフィールド・ワークを行いました。
海岸に流れ着いたゴミから環境問題を考えた時のことです。ゴミを回収するだ
けでなく印字された言語で分類してみると、日本語以外に韓国語や中国語のも
のも大きな割合を占めていました。学生に
とって、これだけでも環境問題が国境を越
えた課題だと肌で感じられますよね。そこ
で京都議定書の存在にふれると、世界規
模の取り組みと、自分の目の前にあるゴミ
が繋がる。こういった社会への気付きが、
考える力を育みます。現場には教科書だ
けでは得られない学びが数多くあります。

̶社会的課題、法政策を身近なものに

教員紹介
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卒業生インタビュー

キャンパスで出会った仲間たちと
かけがえのない時間を過ごし、夢を追い続け、
今、社会で自分らしく輝く本学の卒業生をご紹介します。

もなければ映画が大好きというわけでもありませんでした。でも「自分は

映画制作がしたいんだ」と確信し、卒業後に関東にある日本映画学校（現・

日本映画大学）へ。大学を出てもう一度学校に入ることに不安もありましたが、

すぐに映画作りのおもしろさに引き込まれていきました。卒業制作で初めて

監督を務め、自分で書いた脚本をゼロから映画へと作り上げた時には、

その過程にたまらなく興奮しましたし、学内外でいくつか賞をいただき、

すっかり抜けられなくなりました。

̶
2年目の挫折。
熱意は変わらず自主映画の制作へ。
̶
映画学校の卒業後は助監督で下積みするつもりでしたが、そこで挫折

を味わいました。新人の助監督は撮影にまつわる雑務を引き受けるこ

とが多いのですが、私は芝居が気になるあまり自分の仕事を忘れてば

かりで。当然怒られて途中でクビになったことも。結局2年で助監督は

辞めてしまい、しばらくはTV番組の制作に関わる仕事に就いていまし

た。ですがどうしても映画への未練を手放せず、短編自主映画の制作

をスタート。数年に1本発表することを続け、ありがたくもどの作品も高

評価をいただきました。ただ、プロになれないまま40歳が近づき……。

このままではどうにもならないと、38歳の時に最後の勝負に出るつもり

で、初の長編作品『チチを撮りに』を制作。それを見た映画プロデュー

サーの方から「商業映画を一緒につくろう」と声をかけていただき、制

作したのが『湯を沸かすほどの熱い愛』です。映画学校を卒業してか

ら16年、京都産業大学の卒業からは19年かかり、念願のプロ映画監

督としてデビューしました。

̶
諦めずにいられたのは家族や周囲のおかげ。
̶
喜びの声や褒め言葉は、人が生きる上での大きな糧になる。人って褒

められることが大事だと思います。私が挫折を経験しながらも夢を諦め

ずにいられたのは、私の活躍を喜び、褒めてくれる家族や周囲の存在

があったからです。多くの作品で家族の姿を描いてきましたが、きっと

それは私にとって“家族”が幸せの場所であったからと思うんです。映画

学校に行きたいと言い出した時、家族は心配もしていたでしょうが、応援

してくれました。「家族を喜ばせたい」その思いがいつもあります。家族愛

は素晴らしいと無闇に主張したいわけではありません。ただ「まあ、家

族って悪くないよね」くらいは伝えたい。生きるって、それだけで悲しいこ

とやつらいことにたくさん遭遇しますよね。だから物語の設定にもシビア

なものが多いのですが、その中で家族や人どうしが助け合う姿を描きた

いんです。

1997年 外国語学部 言語学科 イタリア語専修 卒業

（現・外国語学部 ヨーロッパ言語学科 イタリア語専攻）

映画監督

中野 量太さん
Ryota Nakano

長いお別れ（2019年公開）
©2019『長いお別れ』製作委員会
配給：アスミック・エース

代表作（監督／脚本）

湯を沸かすほどの熱い愛（2016年公開）

©2016『湯を沸かすほどの熱い愛』製作委員会
配給：クロックワークス

大学って、自分の可能性を伸ばしたり
チャンスを見つけたり、夢を無限に広げられる場だと思います。
私の場合は未経験だった音楽活動、
思いがけずハマった一人旅、
何より大切な仲間との出会い……。
すべてが今に繋がる経験です。
京都産業大学での4年間がなければ今の私はいません。
そして、挫折を経験しながらも夢を諦めずにいられたのは、
私の活躍を喜び、褒めてくれる存在がいたからです。

̶
大学生活の中で見つけた
未来の夢のヒント。
̶
小さい頃から人とは違うこと、ちょっと変わったことがしたいタイプで、

イタリア語専修を選んだのもその感覚の延長でした。何か大きな夢が

あって大学に進んだわけではなく、大学で何かを見つけたいと思って

いたんです。ユニークな仲間に囲まれ、様々なことに挑戦して。自分の

内側を見つめながら、期待通り有意義な4年間を過ごせました。特に大

きかったのが仲間と4年間続けたクラブ活動です。楽器を弾いたことは

なかったのですが、学科の友人とフォークソング愛好会に所属し、総勢

11人の大所帯でスカ・バンドを立ち上げました。私の担当はアルトサッ

クス。仲間もほとんどが初心者でしたが、みんなチャレンジ精神旺盛で

「とにかくやってみよう！」と。そこで音楽演奏を通じて「表現して人を楽

しませる喜び」を知ったことが、映画の道へ進むきっかけになりました。

̶
「表現の最高峰をつくりたい」
その思いの先に映画があった。
̶
将来を考え始めたのは3年次の時です。就職活動に励む周囲を眺めなが

ら「自分は何をして生きていきたいのか」と真剣に考えました。たどり着い

た答えが、バンド活動で知った「表現で人を楽しませること」です。そして私

にとっての“表現の最高峰”とは、音楽も映像もあって国境がないもの。映画

でした。バンド活動を始めた時と同じく、それまで映画監督を目指したこと

̶
挑戦こそが自分の可能性を広げる。
ぜひ活気に満ちた4年間を。
̶
大学生の本分は勉強です。それはもちろんですが、卒業後の長い人

生を考えると、自分を成長させてくれることは勉強以外にもたくさんあ

ります。特に京都産業大学はワンキャンパスで、様々な人、物事への出

会いがあふれています。学生の皆さんには、自分のアンテナにピンと

くるものに片っ端から挑戦する4年間を送っていただきたい。僕はそ

れがバンド活動と一人旅でした。チャレンジ自体がきっと将来の可能

性を広げます。そして保護者の方々には、ぜひその姿を応援してあげ

ていただきたいです。大切な家族が応援してくれれば、それだけで子

どもは大きな力を発揮できると思います。

中野監督から、新作『浅田家！』の
コメントをいただきました。

10月2日(金)公開の映画『浅田家！』は、写真家・浅田政志さんを

主人公にした家族の物語です。ユニークな家族写真を撮る浅田

家の日 と々東日本大震災が主軸の話になります。浅田政志さん

は、震災の津波で泥だらけになった写真を洗浄し、元の持ち主に

返すボランティア活動に参加していた方。私自身、一人のクリエ

イターとして「3.11」というテーマを放っておくことはできないと

ずっと思ってきました。浅田さんと出会って、このユニークな浅田

家を通してなら自分なりの「3.11」が描けると思ったんです。家族

への愛とともに写真家として活動されてきた浅田さんと、「映画

で母と兄を喜ばせたい」という思いで活動してきた私、通じるも

のを感じました。浅田さんご家族の実話をもとに取材を重ね、

家族の物語が中心にありながら「3.11」を描くオリジナル・ストー

リーが完成しました。

2020年10月2日(金) 公開

浅田家！   ©2020『浅田家！』製作委員会  配給：東宝

1973年生まれ、京都育ち。「人生を考える時間だった」と語る大学時代を過
ごし、卒業後は夢と決めた映画監督に向かって邁進。日本映画学校（現・日
本映画大学）へ入学し、卒業制作『バンザイ人生まっ赤っ赤。』（2000）が日
本映画学校今村昌平賞、TAMA NEW WAVEグランプリなどを受賞。映画
の助監督やテレビのディレクターを経て、自主短編映画『ロケットパンチを
君に！』（2006）でひろしま映像展グランプリをはじめ7つの賞に輝く。その
後も『琥珀色のキラキラ』（2008）や『チチを撮りに』（2012）などを発表し、
国内外で高い評価を受ける。2016年秋、商業長編映画『湯を沸かすほどの
熱い愛』で念願の商業映画監督デビュー。日本アカデミー賞で6部門を受
賞し、国内の映画賞を席巻。第90回米アカデミー賞外国語映画賞に日本
代表作品として出品された。『長いお別れ』（2019）では、直木賞作家の中
島京子の同名小説を映像化し大きな話題を呼んだ。独自の視点と感性で
「家族」を描き続けている。

profile
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学生による意欲的な取り組みや設備の充実、学術的発展など
本学は日々、活発な活動で未来に向けて進んでいます。
昨年秋から1年間にわたる注目ニュースをお伝えします。

NEWS
注目の話題をご紹介

最新NEWSは
こちら

新型コロナウイルス感染症対策を強化。学内にPCR検査センターを設置TOPICS
01

地域共生・連携のための学外拠点
「町家 学びテラス・西陣」を開設

TOPICS
03

2020年9月

京都産業大学と株式会社島津製作所との
包括的連携協力に関する協定の締結

9月1日（火）、新型コロナウイルス感染拡大防止への新たな取り組みとし
て、学内に「京都産業大学PCR検査センター」を設置することを発表しま
した。これは株式会社島津製作所との包括的連携協力に関する協定の
下、産学公連携で実現するものです。同日、京都産業大学むすびわざ館
で行った協定締結式には、大城光正学長（当時）と、株式会社島津製作
所の上田輝久代表取締役社長が出席。協定書への署名を行いました。
本事業は京都府、京都市とも連携して展開することから、西脇隆俊京都
府知事、門川大作京都市長にも出席していただきました。
今後は本学と株式会社島津製作所が互いの持つ知的・人的・物的資源
を結集し、新型コロナウイルスの無症状感染者による感染拡大の防止
のため、また学生と教職員がより安心・安全にキャンパスライフを過ごせ
るよう、必要に応じてPCR検査が受けられる体制を整えていきます。
さらに「京都産業大学PCR検査センター」に関する事業は地域貢献も
目的としており、万が一に京都府内、市内の検査状況がひっ迫した際
には、京都府、京都市の依頼に基づいて調査協力を行うための衛生検
査所としての整備も視野に入れています。京都府、京都市とも連携を
図りながら、学生の街・京都における感染拡大防止に貢献します。

TOPICS
02

さらに充実したキャンパスに向けて
新たな学び舎「真理館」が竣工

2020年2月 2020年9月

TOPICS

NEWS

イタリアにおける外国語教育の名門である国立ヴェネツィア・カ・フォスカリ
大学と、EUの中心的な教育助成プログラム「エラスムス・プラス」の協定書
を締結。現在、3年間にわたる外国語の教員養成プロジェクトを進行中です。
このプログラムを通じて本学部の授業を質的に向上させ、海外の大学との
交流をさらに発展させていきます。

伊・国立ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学と
教員養成の新プロジェクトをスタート学部

外国語学部

2019年10月

京都市北区役所との連携で
中学生向け「食と健康」体験型講座を開催学部

現代社会学部健康スポーツ社会学科が主体となり、京都市立西賀茂中学校
で「次世代ヘルスケア事業」の講座を開催しました。ワークショップでは、学
生たちが食育SATシステムを使用し“理想的な朝食”を紹介。大切な成長期
にある中学生に、献立づくりを通して健康的な生活リズムを考える機会を提
供しました。

現代社会学部

2019年11月

大学コンソーシアム京都主催の「京都から発信する政策研究交流大会」は、
都市が抱える課題を発見・研究する学生の発表の場です。本学からは菅原
ゼミが参加し、「アプリを活用した京都市公共交通機関の効率的な利用」
「地域ブランドを活かした地域活性化」「京都市の高齢運転者免許返納につ
いて」をテーマに発表を行いました。

菅原ゼミの学生が
政策研究交流大会で研究成果を発表学部

経済学部

2019年12月

全国の大学から民法系ゼミが集結する討論会「インターカレッジ民法討論
会」に法学部の高嶌ゼミが参加。九州大学、早稲田大学、慶應義塾大学、法
政大学など日本各地から出場した7大学9ゼミの学生たちと、「スマホ通信
サービス」の事例問題について法律の解釈・適用の正確さや質疑応答の的
確さを競いました。

民法系ゼミが集う歴史ある全国大会で
高嶌ゼミの学生が特別奨励賞を受賞学部

法学部

2019年12月

写真

動物実験に関する高い知識・技術が必要とされ、大学生にとってはかな
りの難関試験として知られる「実験動物1級技術者認定試験」。実験動物
技術の発展や医薬品開発の分野での活躍が期待される大変価値のある
この認定試験に、動物生命医科学科から8名の合格者が誕生しました。

動物生命医科学科の学生8名が
難関資格認定試験に合格！学部

総合生命科学部

2020年2月

2月に完成した「真理館」は現代的でありながら自然豊かな風景との調和を
重視したデザインで、芝生広場に面する1階にはフードコートや会議室、2～
5階には教室やグループワークに活用できる多目的室を備えています。明る
い自然光が降りそそぐ教室、憩いの工夫を凝らした廊下や屋根付きテラス、
吹き抜け階段のウッドデッキには、88の星座を配置するなど、学生がキャン
パスでより実りの多い時間を過ごせるよう、授業中だけでなく授業の合間に
も思い思いに過ごせる多様なアイデアを盛り込んでいます。

伝統だけでなく、魅力あふれる京都市西陣に「町家 学びテラス・西陣」を
開設しました。本学では、京都府綴喜郡井手町（むすび家ide）、京都府綾
部市（綾むすび館）、香川県小豆島土庄町（夢すび館）に続く4つ目の学
外地域交流拠点です。この町家で、学生だけでなく、地域や社会で活躍
している方などが集い、交流を通じて人と人をむすび、地域活性化や社
会課題の解決などに取り組んでいきます。世の中を明るく“照らす”、その
ような人を育成するための拠点です。

学生が自身の受験経験を生かしたオリジナルグッズ「コノジ」を開発。コンパ
クトな形状に、ブックオープナー機能、暗記用の赤シート機能、波線の定規機
能を備え、デザインには情報理工学部らしいプログラミング言語のモチーフ
を盛り込みました。開発には学内のデジタルものづくり施設「ファブスペース」
のレーザーカッターやUVプリンタを活用し、パッケージデザインまでを一貫し
て学生が行いました。

最新デジタル工作機器を使用し、
受験生用学習支援グッズを開発学部

コンピュータ理工学部
情報理工学部

2020年1月

左：雄飛館　右：真理館

左から、門川市長、上田社長、大城学長（当時）、西脇知事
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NEWS NEWS

京都文化学科の学生が、新型コロナウイルス感染症の影響で打撃を受けて
いる観光業の復興の一助を目的に、京都の文化・観光を世界に発信する
6つのプロジェクトを始動しました。例えば、万葉集などから季節に合った
和歌を詠まれている京都の名所や日本の美しい風景を伝えるなど、今だから
こそ京都の魅力を積極的に国内外に発信しています。

京都の文化・観光の魅力を世界に発信する
プロジェクトを始動学部

文化学部

2020年7月

男子ソフトボール日本代表選手として活躍中の松田光さん（2010年経営学
部卒、平林金属所属）が、世界野球ソフトボール連盟（WBSC）が発表した
「2019年度ソフトボールアスリート部門」の最優秀選手に選出されました。
ソフトボールの上野由岐子選手、野球の大谷翔平選手、里綾実選手に続く、
日本人4人目の快挙を成し遂げました。

卒業生の松田光さんが
WBSC2019年度「最優秀選手」に選出スポーツ

卒業生

2019年11月

「日本書紀の成立と記事の虚実」
公開シンポジウムを開催研究

日本書紀の成立からちょうど1300年にあたる2020年に、日本文化研究所
公開シンポジウム「日本書紀の成立と記事の虚実」を開催しました。日本書
紀は、激動の古代東アジアで複雑な編纂過程を経て成立した歴史書です。
記事の虚実を含め、歴史学と言語学の観点から日本書紀成立の意義につ
いて学際的な議論がなされました。

日本文化研究所

2020年1月

理学部の安藤紘基助教らの研究グループが、宇宙航空研究開発機構（JAXA）
の金星探査機「あかつき」と欧州宇宙機関の金星周回機「Venus Express」を
用いて、金星を覆う分厚い雲の下の大気層における気温分布を全球的に
取得。金星をとりまく環境のさらなる解明が期待されます。

金星の全球的な大気構造を解明。
探査史上初めての快挙研究

理学部

2020年2月

生命科学部の津下英明教授らのグループが、タンパク質透過機構の一端の
解明に成功。本研究成果は英国科学誌「Nature Structural & Molecular 
Biology」オンライン版に掲載されました。タンパク質の構造や変化に対する
一部が明らかになったことで、今後さらなる展開が期待されます。

タンパク質研究に新たな展開。
英国科学誌に研究成果が掲載研究

生命科学部

2020年3月

気象予報士試験に宇宙物理・気象学科の学生が合格。国家資格「気象予
報士」を取得しました。気象予報士試験は、毎年合格率が5％前後にとど
まる超難関試験として知られています。今回の試験では受験者2,969名
のうち合格者は172名、合格率5.8%でした。

宇宙物理・気象学科の学生が
気象予報士試験に合格学部

理学部

2020年3月

学部
商店街を盛り上げるアイデアで
地域の魅力発信へ

赤岡ゼミでは、商店街内のミニシアターや上映スペースをコアに、近隣の
店舗から惣菜やスイーツを取り寄せられるようなアイデアを考案する
活動を行っています。今年度は、考案したアイデアを京都府の「商店街アイ
デア実現プロジェクト事業」へ応募しました。今後も地域の共存・共栄・
魅力発信に繋がるような取り組みを行っていきます。

経営学部

2020年6月

2019全日本大学女子選抜駅伝競走（富士山女子駅伝）が静岡県で開催さ
れました。全国的にも注目度が高く、大学女子駅伝日本一を決める本大会。
24チームによる熱戦が繰り広げられました。5区では区間4位の力走で順位
を2つ上げるなど、総合順位で6位に入賞しました。

陸上競技部女子駅伝チームが
富士山女子駅伝で6位入賞！

スポーツ

課外活動

2019年12月

本学にほど近い静原地域の活性化に取り組む学生団体「静原応援隊」は、“農作
物のブランド化”で少子高齢化による担い手不足という地域課題に取り組んでい
ます。2019年5月より開始したのが、地域伝統文化の継続を目指した「しめ縄もち
米づくり」。静原神社の御神木に張るしめ縄のための藁作りプロジェクトで、4月
の田植えからスタートし、初めて収穫した藁で12月にしめ縄を完成させました。

地域活性化に向けた新たな取り組み。
伝統行事の継承に貢献

社会
連携

地域交流

2019年12月

若者に京都マラソンの魅力を感じてもらうべく、有志の学生らが京都マラソ
ン実行委員会と協力してボランティアイベントを実施しました。古本を回収・
換金し、得られた収益を「東日本大震災復興支援」の義援金として寄付する
もので、634冊を回収し、計14,331円を寄付しました。

ボランティア

2020年2月

主催 :#古本チャレンジ学生有志　協力：京都産業大学／京都三条会商店街／京都市学生広報部／京都マラソン実行委員会／紫明商店街振興組合（50音順）

京都三条会商店街　組合事務所前

※京都マラソン 2020 が中止になった場合は、当イベントも中止となります。

京都マラソンの魅力を伝える
ボランティアイベントを実施

社会
連携

卒業生の大庭岳輝さん（2020年法学部卒）が、B.LEAGUE（男子プロバス
ケットボールリーグ）B1チーム「京都ハンナリーズ」と選手契約を交わし、プロ
選手に！在学中より主将として、チームの得点源として華 し々く活躍し、
2019-20シーズンには特別指定選手契約を交わしていました。

卒業生

2020年6月

卒業生の大庭岳輝さんが
京都ハンナリーズへ加入スポーツ

日本発の企業が世界で飛躍するには？
JETROより講師を招きライブ講義を実施

学部

「国際ビジネス論Ⅰ」でJETRO（日本貿易振興機構）より講師を招き、ライブ講
義「日本発のスタートアップ企業がグローバルスケール（世界で飛躍）するた
めに」を実施。海外市場における日本企業の現状や社会構造の変化など、
Covid-19後の世界にもふれながら語られました。また、学生による企業考察
のプレゼンも行い、講評を受けました。

国際関係学部

2020年6月
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